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論 文 内 容 の 要 旨

0.研 究 目的 とその成果

仏教僧団は、雨季に定住 して生活す るとい う古代インドの社会慣習を行事 として取 り入れ、学習 と研

修のための特別な定住生活期間 として制度化 し、実践 してきた。 この雨季定住生活のあいだ、比丘達は

主に僧団の定住施設で生活し、互いに学習や研修活動に専念する。そして、この期間(3ヶ 月)の 後、

僧団は衣作成期間に入 り、比丘達はその境界(そ の地域僧団の教区)に 所属する比丘 としての特権を得

て、衣を新調することになる。本論文は、この雨季定住生活後の衣作成のための制度を主題 とする。

この衣作成のための期間は、雨季定住生活期間に引き続いて設けられてお り、 この両期間における生

活が比丘の僧院生活化、定住化をもた らした と、一般に考えられてきた。 しかしながら、文献に基づい

た検証は十分 とは言えず、近年の律研究自体の進展を踏まえ、再度、律蔵を調べ、検証 して行 く作業が

求められ る。本研究では、衣作成制度の規定 を纏めたMah互vaggaVII:Kathinakkhandhaka(以 後

MvVIIと 略す)の 精査 とともに、雨季定住生活及び衣作成期間の生活実態の検証をも加え、衣作成制

度の実態 とその意義を考察することを目ざした。

得 られた成果 として、衣作成制度に関る術語の意味の確定 と、関連する条項の具体的状況の解明があ

げられる。そして、衣作成期間の比丘の生活実態を、特に雨季を過ごした境界(教 区)の 内外での相違

を中心に、明らかにし得た。また、生活規定に基づ き、衣作成期間が、雨季定住生活を延長させた期間

ではないことが確認 された。雨季定住生活後の衣作成制度は、比丘がその境界に所属 し、そこを本拠地

として生活することを容認するものであ り、通年でそこに布や衣を合法な形で保管すること促すものと

言える。 しか し、これとは異なる制度の意義も見出され、 この制度の持つ意義そのものにも変遷があっ
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たと考えられる。本論文におけるこれらの成果 は、残された課題があるものの、比丘の生活形態の変遷、

仏教僧団の僧院生活化の解明に繋がるものである。

1.雨 季定住生活後の衣作成制度の概要

1-1衣 作成期間の時期と気候について

雨季定住生活には2つ の時期が定められており、それにより、衣作成期間に入る時期 も異なる。早い

ほ うの雨季定住生活を行えば、雨季(4ヶ 月間)の 最後の1ヶ 月から衣作成期間に入 り、遅いほうの雨

季定住生活を行えば乾季か ら衣作成期間に入 ることになる。文献の記述 と現在の気候、月名を検討した

結果、現在の9月 初旬頃、或いは10月初旬頃の気候の もとで衣作成期間が開始されたようである。この

2つ の開始時期のうち、本来は降雨の残 る早いほうの時期に衣作成期間に入 るのが一般的であった と、

MvVII1,1-3の 制定エピソー ドと他の文献箇所に基づいて推測される。

1-2衣 作成期間への入 り方

MvVIIl,4-6で 規定 され る衣作成期間へ の入 り方 は、3つ の段 階か らな る:(1)僧 団か ら選 ばれた1

人 の比丘 に布 を与 え、(2)その比丘が適切 に衣 を作 り、(3)その衣 をその境界 に所属す る比丘達 が喜 んで受

け入れ る。境界 に所 属す る比丘達 は、 この3段 階 を経て衣作成期 間に入 る ことになる。 この方法 は一定

数 の比丘が お り、僧 団が形成 され ている場合 に取 られ る方 法 として望 ましいものであ った と考 え られ、

僧団 に布が贈 与 され、雨季 を過 ご した比丘達全体 による衣 作成 を形式的 に行 う、 とい う儀式 的な側面が

看取 され る。 も し、適切 に この3段 階が行われ なかった場合 に どうな るのか、規定か らは明 らかではな

い。僧団が成立 しない場合 には、 この3段 階 は実行で きないが、衣作成期間 に入 った者 として5つ の特

権 は認 め られ るようであ る。

この箇所で は、s伽 α励 α一 「境界 に所属す る」比丘 とい う言葉が用い られ、そこで雨 季を過 ごした比丘

のみが衣作成 期間に入 り、5つ の特権 を得 られ る とい う原則が明確 に規定 されてい る。

1-35つ の特権 とそれらを行使できる状況

特権の概要 は以下のとおりである。

特権①は特権③ と合わせて説明できる。特権①は、食事の招待を受けることが約束 されているのに、

近 くにいる比丘に断 らないで、招待先以外の家に行 く権利である。特権③は、在家信者から呼ばれ、集

団(4人 以上)で の食事を受ける権利である。両行為 とも通常は禁止されているが、雨季の最後の1ヶ

月から全ての比丘に容認され、衣作成期間の終了まで許可される。伝えられる制定経緯の示すとおり、

この2つ の特権は、比丘が多 くの招待を受け、在家者を自由に訪問することにより、その境界の僧団へ

贈与される布を少 しでも増やすことが目的であったと考えられる。一方で、この2つ の権利は、境界に

関わらず、比丘が衣を作っている時全般 に認められ る権利で もある。境界に所属せず、個人的に衣作成

を行う場合には、個人的に布を得た り、裁縫道具を借 りる等のために、これらの権利のみが認められる。

特権②は、三衣の一部、或いは不要な三衣全てを保管 したまま、境界から外出し、外泊する権利であ

る。この行為は盗難、紛失を避 けるため、通常は禁止され、所属する境界の僧団が衣作成期間中である

場合にのみ認められ る。この権利は、本来は降雨のある時期に外出、外泊する場合に容認される必要の

あるものであったが、実際には衣を作って余分 となった三衣や別揃いの三衣を保管 したまま生活するこ

とを可能にしたものと推測される。

一70一



特権④は、衣作 りに必要な布を所有す ることと、余分な布 と衣を所持することである。通常、比丘が

所持できるのは三衣(3枚 一組の衣)と 若干の生活用の布製品のみであり、これ ら以外の ものは全て

「浄施する」(人に預ける)という措置をとらなければならない。衣作成期聞中にはこの規制が解除され、

余分な布 と衣を所持できる。 この権利は比丘が雨季を過ごした境界内にお り、その境界の僧団が衣作成

期間中にある場合 にのみ、行使できるものである。もし、比丘が、所属する境界の外に滞在 している場

合には、通常の規定に従い、10日 乃至1ヶ 月以内に衣を作 り、余分な布 と三衣を適切に措置 しなければ

ならなかった。

特権⑤ は、そこの僧団へ贈与される布を、境界に所属する比丘達で分配する権利である。 これ ら特権

⑤及び特権①③からは、在家信者が僧団へ雨季定住生活後に布を贈与するという習慣があった事が推測

される。ただし、僧団では比丘が個人的に布の贈与を受ける事をも認めてお り、雨季定住生活後の衣作

成制度を主題 とするMvVIIに おいても、比丘個人に布の入手見込みがある場合の規定が設けられてい

る。従って雨季定住生活後の布の贈与の実態にっいては、僧団に贈与するのか、比丘に贈与するのか と

いう点を中心に、今後さらに検討する必要がある。

以上のように、衣作成期間に認められる5っ の特権のうち、その境界へ所属する比丘は特権①②③④

⑤ を得て、その境界に所属 しない比丘は特権①③のみを得 る。MvVIIの 規定する雨季定住生活後の衣

作成活動には、境界に所属 しつつ行う場合 と、境界に所属せず完全に比丘個人で行 う場合 とがある。

1-4衣 作成期間の終了と衣作成期間の継続

衣作成期間は比丘個人によって終了する時期が異なる。終了条件は、所属する境界内にいる、或いは

所属す る境界に戻ろうとしている比丘 と、境界に所属 しない比丘 との間で異なる。まず前者の場合に

は、僧団の衣作成期間の終了 と同時に衣作成期間が終了する。この期間は最大5ヶ 月間であり、僧団の

決定によってこれ より早 く終了することもあったようである。そして後者の場合には、比丘自身の衣作

成活動が終了する時点で衣作成期間が終了する。具体的には、定住地で布を得て出て行けぼ出発から10

日間で、出て行った先で布を得る場合には、布を得てか ら10日ないし1ヶ 月で衣作成期間は終了すると

推測 される。

MvVII2節 一12節 は、境界を出て行って戻って くる場合の衣作成期間の終了と、境界を出て行った

ままの場合の衣作成期間の終了 とを等しく規定 している。このことから、実際には通年でそこに滞在す

る比丘 と、他所か ら来て雨季定住生活を行い、また帰って行 く比丘 と、両者がいたことが推測される。

MvVII最 終節13節 に、先行研究では未解明であった術言翫 α功伽 εsαρα励04海α一が用いられているが、

所属する境界内にいない問の衣作成期間の継続を意味する語であることが明らかにされた。

1-5雨 季定住生活後の移動生活への出発と衣作成制度はどのように関っているか

これ まで一般に、比丘は雨季定住生活後に移動生活に出発すると考 えられてきたが、その一方で、僧

団の初期の段階から、同じ場所での通年の定住生活が営まれてきていたという指摘もある。律文献のな

かで、比丘に対する規定を纏めた部分には、雨季定住生活後 に移動生活へ出発することを敢えて規定 し

た条項はない。一方で、比丘尼の律には、た とえ、1日 分の移動距離(他 の境界に行 くことになる距離)

であっても、移動生活に出発 しなければならないと規定されている。 この規定は、時代が下 り、通年で

の定住生活が一般化するにつれて、規定 として明文化する必要が生 じて作 られたものであると解釈 され

る。 この条文解釈では、移動生活の具体的な出発時期や期間、衣作成期間中である場合にこの義務が ど

うなるのかなどについては何 ら言及 していない。実態は不明であるものの、移動生活への出発の義務 と
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衣作成制度 とは抵触 しない ものであ った と考 え られ る。

2.雨 季定住生活 と衣作成期間中の生活実態の相違

雨季定住生活期間中と、衣作成期間中との大きな相違は、宿泊場所の使用方法にある。宿泊場所(部

屋単位で分配 される)は 、予約は出来ず、雨季定住生活の開始時にそこにいる比丘達で平等に割 り当て

られ、その後3ヶ 月間占有される。 これに後続する衣作成期間の最中には占有することが出来ない。

衣の取 り扱いと保管方法については、雨季定住生活期間 と衣作成期問との問に大きな違いはない。雨

季/雨 季定住生活期間であれば、三衣のうちの2枚 で外出することができる。衣作成生活期間中であれ

ば、これに加えて、境界外に行って外泊することも、余分な三衣を保管 して外泊することも許可される。

また、雨季4ヶ 月の問には、自分が雨季を過ごす境界内でのみ、三衣の替えとして雨季用の衣の使用が

許可される。

雨季4ヶ 月の最後の1ヶ 月間に、早いほうの雨季定住生活を終 えた比丘は衣作成期間に入っている

が、遅いほ うの比丘 は、 まだ雨季定住生活を行っている最中である。後者が衣作成期間に入る時期は

1ヶ 月遅れるが、布の贈与を受けることは衣作成期間開始の10日前から許可されてお り、雨季定住生活

を終えてか ら、・衣作成 を行ったようである。また、僧団の布は、両者共に平等に分配されていたと考え

られる。

3.制 度の意義と歴史的展開について

雨季定住生活後 における衣作成 という慣習は、ブッダの在世当時の実情を幾らか伝えているであろう

文献箇所には見出されず、いつか ら始められ、制度化 されたものかは、明 らかではない。 しかし、Mv

VIIに 規定が纏められ、他箇所の成立の古い条文において言及されるため、比較的古 くから行われてい

た重要な制度 と推定 される。

この制度による衣作成期間は、本来は、早いほうの雨季定住生活後のまだ降雨のある時期か ら開始さ

れた。移動生活を営む比丘に、雨季の残 りのわずかな期間に衣を新調 し、次の移動生活に出発する事を

可能にする制度であったと考えられる。僧団の布の分配を受ける特権⑤ は、そのような、他所か ら来て

その地域 に繋が りを持たない比丘が、雨季を過 ごした境界で衣を作成するために必要な権利であった と

考えられる。

しか しながら、遅いほうの雨季定住生活の場合を取 り入れて5ヶ 月間の期間が定められ、さらに、僧

団の生活施設が整って行 くに連れて、この制度 としての衣作成期間は、衣作成後の余分な布 と衣を保管

できる期間 としての意義を強めていったと推測される。仏教僧団は、本来は禁止される余分な布 と衣の

所有を合法化する手続きとして、他の比丘に 「浄施する」(預 ける)と いう方法を認めている。 しかし、

この方法が円滑に実行されるためには、比丘の居場所が定まっている必要がある。衣作成期聞は、境界

に所属する比丘達同士で、余った布や余分な衣を譲渡する、或いは 「浄施する」などの行為を可能にす

るものでもあったと考えられる。

また、比丘の居場所や地域が定まって くると同時に、比丘個人に布の入手が見込まれる状況も増えた

もの と予想 される。或いは、比丘の数が増えるに従い、僧団の側に、比丘個人の衣の入手 と作成を奨励

して行 く必要が生 じていた可能性 もある。何れにせよ、境界 に関わらない比丘個人の衣作成活動を規定

として取 り入れて行 く必要があり、衣作成期間の終了規定の後半部に、その規定が纏めて整備 されるに
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至ったと考えられる。僧団での衣作成期間への入 り方の規定には、本来は全体で行っていた衣作成を儀

式化 したという側面が看取 される。

一つの境界において、そこで雨季定住生活を過ごした比丘 と、過ごさなかった比丘 との間の生活実態

の相違は大きい。前者が、僧団か ら布を分配され、過剰な布 と三衣を持ち、それらを保管 して境界外に

泊まることが容認されるのに対 し、後者は個人的に布を得て、10日 乃至1ヶ 月以内に衣を作 り終えなけ

ればならず、余分な布や三衣を所持 した り、三衣を一枚であっても保管 したまま境界外に泊まることは

禁じられている。このような境界に所属する特別な比丘 として生活する期間が最大5ヶ 月まで設けられ

たことが、比丘の固定化、定住生活化を促 したことは間違いない。その境界が、衣作成期間外の布 と衣

の合法化措置 として 「浄施する」相手の比丘がいる場所であったことも、その要因であろう。 しか しな

がら、 この制度は、教団成立初期には、移動生活を行 う比丘が衣を新調するための制度であったと考え

られる。後代に僧院生活化が進んでか らは、比丘が雨季定住生活のために、むしろわざわざ別の境界に

出向 くこともあったようであり、MvVIIか らもそのような状況は推測される。

本論文での成果に加 え、残された課題を解明し、様々な事象を歴史的発展の中で捉え直すことにより、

比丘生活の変遷、仏教僧団の体制の変化はより明確に説明されるであろう。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は、仏教僧 団が雨季定住生活(雨 安居)に 引 き続 く期間 として設 ける 「衣作成」期間 に関す る

規則 を、最古 の部分 を含む と考え られ るパ ー リ律(Vinaya、 僧 団規則)を 対象 に精査 し、付随す る諸問

題 に関わ る原典箇所 とともに論 じた もので ある。難解 な原文 を単語 ・文法 ・事項 の吟味 か ら出発 して確

実 に理解 しようとす る、徹底 した文献学 的手法 によってい る。 「序論」7頁 、 「本論IM[ahaMagga]

VII:Kathinakkhandhakaの 研究」101頁 、「本論II雨 季定住生活 と衣作成期 間中の生活 にっいて」105

頁、 および、文献一覧8頁 、総計233頁 よ り成 る(1頁2000字)。

序論で は、僧 団の雨季定住生活 を概 観 し、本 論文 の 目的、方法等 を提示す る。前者 にっ いて は、修士

論文 において為 された厳密 な原典研究の成果 を要約 してお り、簡潔 なが ら、新鮮 かつ明晰 な内容 とな っ

ている。

本論1(pp.17-Il7)で は、衣作成 に関す る制度 を集 めた章(Mah酌agga,Kathinakkhandhaka)全

体 を取 り上 げ、テキス トを引 き、正確 な翻訳 に努め、翻訳 の根拠 と解釈 に亘 る検討 を行 って い る。難解

な原典 に対す る粘 り強い調査確定 の成果が示 されてお り、 その過程で得 られた、語意 の確定、 シンタク

スの検討、事物 ・概念 の厳密 な理解 な どに亘 る個々の成果 は、脚注 をはじめ至 る所 に提示 され、研究史

の確認 もなされてい る。

雨季定住生活(「 雨安居」)に は早期の3ヶ 月間 と、一 月遅れ の3ヶ 月間の2期 があ る。雨季定住生活

に引き続 き、衣 を作 る期間が認め られ る と、さ らに最長5ヶ 月間の特別滞在が認 められ、5つ の 「特権」

(日頃の制約か らの解 除)が 享受で きる。衣 を作 る期 間は 「カティナを拡 げる」 とい う、布片 を組み合

わせて衣 を作 るための枠 の ような道具名 によって表現 され る。実際 の場合 を想定 して諸規則 を照合 し、

組 み合わせて運用 の実 態を再現 する ことには限界があ るが、熟慮 を経た検討が為 されてい る。論文提出

者 は、衣作成の規則 は もともと早期 の雨安居 を前提 に設 け られ、一 月遅れの雨安居 を行 う比丘 のた めに

特別 の規 則が付加 され た とす る見解 を学会誌 に発表 してお り、本 論文で もP.165以 降 に論 じられてい る

が、 この部分の概 要を 「序論」で予 め解説 しておいた方が、全体 の論述の理解 に とっては助 けにはなっ
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た ように思われ る。規則 の中身 は、制定 の動機、5つ の 「特権」の内容、衣作 りの期間へ の入 り方、終

え方 にあ る。複雑 な規則 の背後 に、多 くの信者 を獲得 し 「定住用施 設」の拡充 を図 るために、僧団が こ

の期間 と布 の調達 その もの を活用 し、そのために制約 を緩 めていった様子 が伺 われ る。 また、僧 と僧 団

数 の増加 に伴 い、規則が付加 され、教 区(シ ーマー)が 整備 されていった経緯が推測 され る。つ ま り、

仏教教 団の展 開を解明 するた めの重要 な一次資料が扱われてい る。その際、論文提 出者 はあ くまで原典

か ら確認 で きることに論述 を留めてい る。研究史の現段階では称讃 すべ き文献学的態度で はあ るが、見

通 しか、方 向性、研究史の指摘 な どが共 に提示 されていれば、理解 が一層助 け られ たで あろう。後世 の

付加 、改作、増補 な ど、原典 の中に隠 され ている と思われ る歴史的展 開の解明 は、未だ将来の課題 に止

まる。

本論II(pp.121-225)は 、雨季定住生 活 と衣作成期間 の生活実態 を、 よ り大局 的な視点か ら、 ただ

し、あ くまで原典 の語 る ところに限って解明 しよう とす る試 みであ る。

第1章(pp.121-139)は 当時の気候 に関す る論及 であ る。p.127-132は 、暦、歳差、各地 の気象 デー

タを総合 して検討 し、当時の雨季(6月 一9月 に当た る暦)の 実際 の気候 を論 じてい るが、 ここに簡潔

に示 され た資料 と結論 は、従来 の研究 と比べ る と検証 点に優 れ、 イン ド学一般 に寄与 す る妥当な内容で

ある。 ここ数年来、雨安居研究 によって培 われた確認 のための努力が これ を可能 に した もの と評 され、

貴重で ある。雨.安居 に一月の差 のある2っ の時期(6月 一8月 、お よび、7月 一9月)が 設 け られて い

る ことは、事情 を複雑 に してい るが、その背景に暦 の問題 と西北部へ の仏教僧 団の進 出 とがある ことを、

論者 は脚注265と266に おいて、控 えめ に、 しか し、明確 に指摘 して いる。ついで、婆羅 門教一般 とジャ

イナ教典 にみ られ る雨季 の過 ご し方 に言及す る箇所 を論 じる(p.133-139)。 正統婆羅 門教 の古 い文献 に

はそもそも言及 が少ないが、学習制度 に関す る言及箇所 を も考慮 に置いて検討 を加 えている。 ジャイナ

教 について はArdhaエn融adhi語 で書かれ た難解 な原典 を引いて翻訳 し貴重 な資料 を提供 してい る。論

者 の今後 の展 開 を暗示 す るものか も しれない。

第2章(pp.140-172)は 、雨季 にのみ三衣以外 に着用 の許 され る 「雨季衣 」に関す る規定 を検討 す

る。 その中 には、村落外(α7仰 翅 「荒野、原 野」)で 生活す る僧 につ いての検証 も含 まれ(pp,156-161)、

最近議論 され る ことの多 い同主題 にっ いて、別 に発表 す る価 値 のあ る典拠 と結論 の提 示 に成功 してい

る。第3章(pp.173-208)は 宿泊場所確保 の問題 を論 じて、生活実体解 明に資 する成果 を提示 してい る。

付論 として、Buddha時 代 の仏教教団 の一大拠点で あったジ ェータ ヴァナ(サ ーヴ ァッテ ィーにあった

「祇園精舎」)寄 進 の次第 を伝 え るヴィナヤの資料(pp .191-199)と 、建造物建設 に関す る諸規定(pp.

200-208)を 精 密 に翻訳 し、貴重 な資料集 を提 供 してい る。第4章(PP.209-219)で は、移動 生活(o∂勲 〃)へ

の出発に関す る諸規則 を扱 ってい る。

最後 に、論点 をま とめ、雨安居 と衣作成期間が僧団の固定化 に果 た したの役割 について検討資料 か ら

言 えることを総括 し、将来への課題 を記 して(PP.222-225)論 文 を締め くくってい る。

律蔵 に関わ る研究 は近年盛んであ るが、徹底 した原典研 究 には乏 し く、 ここに提出 された成果 の もつ

意 義は大 きい。雨安居 と、 これに引き続 く衣作成期間が教 団の組織化、僧院化への一要因 と成 った こと

は当然予測 され るだ けに、具体 的判 断材料 を提供す る本論文の価値 は高 い。本成果 は、今後 の検証 への

道 を示 し、緻密 な原典研 究の積 み重 ねの重要性 を改めて強調 す るもの となってい る。多量の脚注等 に達

成 された語彙、用法の研 究な ど、 副産物 の価値 も高い。

本論文 は、提 出者が博士(文 学)の 学位授与 に値す る資格 を有 す ることを十分 に証 してい ると判断 さ

れ る。
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